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昨
年
の
秋
に
小
出
英
樹
彦
根
商
工
会
議

所
会
頭
よ
り
、私
と
志
賀
谷
専
務
理
事
に

会
議
所
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て「
ま
ち

づ
く
り
会
社
」の
設
立
を
目
指
し
た
準
備

室
を
立
ち
上
げ
て
欲
し
い
と
い
う
依
頼
が

あ
り
、私
が
担
当
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務

理
事
が
準
備
室
長
と
し
て
、「
ま
ち
づ
く
り

会
社
」準
備
室
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。そ
の
後
、商
工
会
議
所
会
員
や

大
学
関
係
者
等
の
方
々
を
人
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
、委
員
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、行
政
の
関
係
者
や
他
市
の
ま
ち

づ
く
り
会
社
の
経
験
者
の
方
々
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
お
願
い
し
ま
し
た
。事
前
調
査
と
し

て「
長
浜
ま
ち
づ
く
り（
株
）」や「
草
津
ま
ち

づ
く
り（
株
）」「（
株
）み
ら
い
も
り
や
ま
21
」

を
訪
問
し
、成
功
例
だ
け
で
な
く
課
題
に
つ

い
て
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
４
年
12
月
19
日
に
は
第
１
回「
ま

ち
づ
く
り
会
社
準
備
会
議
」を
開
催
し
、ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
お
招
き
し
た
中
小
機

構
近
畿
地
域
振
興
課
長
の
阪
上
哲
さ
ん
に

　
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
く
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
の
概
要
等
を
お
話

し
い
た
だ
き
、「
長
浜
ま
ち
づ
く
り（
株
）」コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
吉
井
茂
人
さ
ん
か
ら

は
、具
体
的
な「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」の
立

上
げ
や
運
営
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。ま
た
、本
年
１
月
２８
日
に
は
第
２
回

目
の
準
備
会
議
を
行
い
、彦
根
市
の
商
工

課
と
都
市
計
画
課
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ「
中
心

市
街
地
活
性
化
検
討
調
査
」の
中
間
報
告

と「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
、委
員
の
皆
様
か
ら
も
活

発
な
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

準
備
室
で
の
報
告
や
意
見
交
換
を
通
し

て
、彦
根
に
ふ
さ
わ
し
い「
ま
ち
づ
く
り
会

社
」の
姿
が
少
し
見
え
て
き
た
よ
う
な
気
が

し
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
お
い
て
は

　
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
設
立
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」は

協
議
会
を
組
織
す
る
た
め
の
重
要
な
構
成

要
員
と
さ
れ
て
い
ま
す
。即
ち
中
心
市
街

地
の
中
で「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」は
公
共
と

民
間
両
面
の
機
能
を
持
つ
組
織
と
し
て
の

役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、国
の

施
策
に
お
い
て
も「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」を

支
援
す
べ
く
有
利
な
補
助
金
制
度
を
設
け

て
お
り
、本
年
度
は
、彦
根
市
も
中
心
市
街

地
活
性
化
の
方
向
性
を
見
い
出
す
た
め
、

改
め
て
中
心
市
街
地
の
現
状
掌
握
と
分
析

お
よ
び
課
題
整
理
の
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

滋
賀
県
内
に
お
き
ま
し
て
も
、既
に
大

津
、草
津
、守
山
、長
浜
で
は
国
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に

基
づ
き
、新
た
に
旧
市
街
地
を
復
活
・
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
中
心
市
街
地
活
性

化
協
議
会
を
設
立
さ
れ
、そ
の
重
要
な
構

成
要
員
の
１
つ
と
し
て
、商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
っ
て「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」が
設
立
・

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
彦
根
に
お
い
て
は
旧
法
に

よ
る
取
組
の
後
、現
在
ま
で
動
き
が
無
く
、

設
立
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。人

口
減
少
社
会
の
到
来
を
迎
え
、各
地
方
都

市
が
ま
ち
の
存
続
を
か
け
て
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
中
、わ
が
ま
ち
彦
根
と
し
て

も一
刻
も
早
く
、行
政
と
共
に
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、彦
根

に
ふ
さ
わ
し
い「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
て
い
く
事
が
急
務
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。私
は
彦
根
で
の「
ま
ち
づ
く
り
会

社
」の
理
想
と
し
て
次
の
３
点
が
重
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
．「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」と
い
え
ど
も
、企
業

　

と
し
て
の
採
算
が
取
れ
て
い
る
こ
と

２
．「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」だ
け
で
な
く
、中

心
市
街
地
全
体
の
形
成
と
活
性
化
に

寄
与
で
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と

３
．彦
根
ら
し
さ
の
情
緒
を
大
切
に
し
、洗

練
さ
れ
た「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」で
あ

る
こ
と

　
今
年
は
彦
根
に
と
っ
て
、中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
向
け
た
第
１
歩
が
踏
み
出
せ
る

か
ど
う
か
の
大
切
な
年
だ
と
思
い
ま
す
。

彦
根
商
工
会
議
所
と
し
て
も
、で
き
る
だ

け
早
く「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」を
立
ち
上

げ
、行
政
や
市
民
の
皆
様
と
協
力
し
合
い

な
が
ら
、彦
根
の
城
下
町
を
甦
ら
せ
、活
性

化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

”

”

“

”

“

“

”

”

“

”

“
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彦根にふさわしい「まちづくり会社」の
設立を目指して
彦根彦根特集

設立を目指して設立設立
彦根商工会議所 副会頭 

中川 哲

▶「金亀会館」　彦根藩校「弘道館」の講堂を大正12年に彦根城第二郭（現彦根市立西中学
校グランド）から移築（中央町3番46号）した近代化遺産。藩校創設当時、徳川家康以来、儒
家思想は朱子学であったにも関わらず、彦根藩は朱子学に批判的であった荻生徂徠に始まる
徂徠学（古文辞学派）が発展した土地として知られている。中国の古典を成立時の意味で解
釈しようとする立場である。井伊直弼もまた、青年期に学問をする中で、原点は何なのかを遡

り考える資質を身につけている。特に茶の湯において、世間茶というものを否定し、原点とし
ての茶は何なのかということを追求している。「後の世の解釈ではなく原点に立ち返り真理を
求める」のが彦根の気風ではないだろうか。「まちづくり会社」の設立においても、中心市街地
活性化法ありきの会社設立ではなく、原点に立ち返りその本質を見極め、彦根の未来を担うこ
とのできるものにしなければならない。
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ま
ち
づ
く
り
会
社
、彦
根
は
何
に
徹
す
る
の
か
!!

Trends in HCCI
Trends in HCCI

彦
根
商
工
会
議
所
の
動
向

Trends in HCCI
草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
は

■これまでの流れと今後の事業予定
平成18年 8月
平成21年 7月
平成24年11月
平成25年 2月
平成25年 3月
平成25年 3月
平成25年11月
平成26年 7月
平成26年10月
平成27年 秋
平成29年 春

まちづくり委員会 設立
草津まちづくりNPO 設立
草津まちづくり株式会社設立発起人会 設立
草津まちづくり株式会社 設立
草津市中心市街地活性化協議会 設立
草津駅東口前テナントミックス事業 出店者募集
草津市中心市街地活性化基本計画 認定
niwa＋（ニワタス）開業
東海道・草津宿テナントミックス事業 出店者募集
東海道・草津宿テナントミックス事業 開業予定
草津川跡地テナントミックス事業 開業予定

▶ 草津まちづくり会社の第一弾テナントミックス事業で誕生した『niwa+』（ニワタス）は、草津の玄関
口である草津駅前に緑あふれる広場と魅力的な５つのショップが並ぶ賑わい空間として整備。現在、
草津川跡地の工事が進んでおり、平成29年の完成予定。中心市街地に誕生する緑のガーデンミュー
ジアムは、草津駅東口と東海道・中山道の歴史的な街並みをつなぐ日本で唯一の景観を形成する。

ｎ
ｉ
ｗ
ａ+ （
ニ
ワ
タ
ス
）

草
津
川
跡
地

テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業

▶ 草津川は東海道と中山道の分岐点だった。
　 常夜灯の背後が草津川（天井川）。

　
草
津
市
は
、平
成
25
年
３
月
、市
を
は
じ

め
、草
津
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社（
以
下
、

草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
）、ま
ち
づ
く
り
協

議
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
、

地
元
商
業
者
な
ど
で
構
成
す
る「
草
津
市

中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会（
以
下
、中

活
協
）」を
設
立
し
、同
年
11
月「
草
津
市

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」の
内
閣

総
理
大
臣
に
よ
る
認
定
を
受
け
官
民
一
体

と
な
っ
た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
草
津
市
の
基
本
計
画
は「
歩
い
て
楽
し

い
回
遊
性
の
高
い
ま
ち
」、「
個
性
的
で
魅

力
の
あ
る
店
舗
が
集
積
す
る
ま
ち
」、「
幅

広
い
世
代
が
交
流
す
る
ま
ち
」の
３
つ
の
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。こ
の
目
標
を
平
成
25
年

12
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
の
５
年
間

で
達
成
す
る
。

　
草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、草
津
市
と

草
津
商
工
会
議
所
を
中
心
に
地
元
事
業

者
な
ど
１
１
３
者
の
出
資
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
。資
本
金
３
７
６
０
万
円
。草
津
市

１
０
０
０
万
円
、商
工
会
議
所
３
０
０
万

円
、市
内
７
つ
の
金
融
機
関
４
２
０
万
円
、

残
り
を
民
間
が
分
担
し
出
資
し
て
い
る
。

出
資
率
は
市
26・６
％・商
工
会
議
所
８
％

で
あ
る
。正
社
員
２
名
。経
理
と
事
務
を
担

当
す
る
パ
ー
ト
２
名
。主
な
業
務
と
し
て
、中

活
協
の
事
務
局
を
務
め
る
他
、「
中
活
協
の

６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
運
営
と
実

施
」、「
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
」、「『ｎ
ｉｗ

ａ
＋
』（
ニ
ワ
タ
ス
）の
運
営
」、「
賑
わ
い
創
出

事
業
」な
ど
を
手
が
け
る
。中
心
市
街
地
活

性
化
の
要
と
な
る
実
行
部
隊
で
あ
る
。

　
草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ

ク
ス
事
業
は「
草
津
駅
東
口
前
テ
ナ
ン
ト
ミ

ッ
ク
ス
事
業
」、「
東
海
道
・草
津
宿
テ
ナ
ン

ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
」、「
草
津
川
跡
地
テ
ナ
ン

ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
」の
３
つ
が
あ
る
。

　
昨
年
７
月
に
開
業
し
た『ｎ
ｉｗａ
＋
』は
、

草
津
市
と
草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
が「
草

津
駅
東
口
前
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
」と

し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
商
業
施
設
で
あ

る
。駅
東
口
か
ら
徒
歩
１
分
の「
ア
ニ
マ
ー

ト
跡
地
」と
呼
ば
れ
て
い
た
市
が
所
有
す
る

約
１
６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
空
地
に
緑

化
公
園
を
整
備
し
、魅
力
的
で
こ
だ
わ
り

の
あ
る
店
舗
を
誘
致
し
た
。

　
ガ
ー
デ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
を
草
津
市
が

「
草
津
駅
東
口
緑
化
広
場
推
進
事
業
」と

し
て
担
当
し
、テ
ナ
ン
ト
の
募
集
・選
定
・

建
物
の
建
設
な
ど
は「
草
津
駅
東
口
魅
力

店
舗
誘
致
事
業
」と
し
て
草
津
ま
ち
づ
く

り
会
社
が
行
う
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル

の
公
共
事
業
だ
っ
た
。

　
「
草
津
駅
東
口
魅
力
店
舗
誘
致
事
業
」

の
総
事
業
費
は
１
億
９
９
３
２
万
円
。国

の
戦
略
補
助
金
が
事
業
仕
分
け
に
よ
り
廃

止
さ
れ
た
た
め
、市
が
単
独
で
３
分
の
２

を
、残
り
３
分
の
１
を
草
津
ま
ち
づ
く
り
会

社
が
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
負
担
し
て

い
る
。

　
『ｎ
ｉｗａ
＋
』に
出
店
し
た
の
は
、ベ
ー
カ

リ
ー「Boulangerie 6

（
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ュ

リ
ー 

シ
ス
）」、和
菓
子
販
売
・食
事
・甘
味

処「
叶 

匠
壽
庵（
カ
ノ
ウ
ショ
ウ
ジュア
ン
）」、

カ
フェ「cafe tori

（
カ
フェ 

ト
リ
）」、「
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン M

isora T
errace 

Italy

（
ミ
ソ
ラ 

テ
ラ
ス 

イ
タ
リ
ー
）」、ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
シ
ョッ
プ「a.dépêche

（
ア・

デ
ペ
シ
ュ
）」の
５
店
舗
で
あ
る
。い
ず
れ
も
お

洒
落
で
、素
材
や
演
出
に
も
独
自
の
こ
だ
わ

り
を
持
つ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
シ
ョッ
プ
で

あ
り
、単
独
で
集
客
で
き
る
コ
ン
セ
プ
ト
と

力
の
あ
る
店
舗
ば
か
り
で
あ
る
。

　
テ
ナ
ン
ト
誘
致
説
明
会
へ
の
参
加
は
54

社
。応
募
は
27
社
。ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
14

社
に
絞
り
、最
終
６
社
を
決
定
し
た
。う
ち

ア
パ
レ
ル
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
関
係
の
２
社
は

諸
々
の
事
情
で
断
念
し
、「
ア
・デ
ペ
シ
ュ
」の

出
店
と
な
っ
た
。

　
出
店
の
選
考
は
、市
役
所
で
働
く
女
性

約
１
０
０
名
への
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
た

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
生
の
声
も
踏
ま
え
、付
加

価
値
を
高
め
る
た
め
の
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス

事
業
で
あ
る
こ
と
を
基
本
に
、募
集
要
項
に

記
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
な

ど
の
基
準
に
のっ
と
り
行
わ
れ
た
。

　
建
物
の
設
計
は
、外
観
か
ら
内
装
ま
で

テ
ナ
ン
ト
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
進
め
ら

れ
、さ
ら
に
立
地
の
良
い
場
所
で
あ
り
な
が

ら
、賃
料
は
延
べ
床
面
積
で
坪
１
万
円
程
と

い
う
テ
ナ
ン
ト
側
に
は
好
条
件
が
揃
っ
た
事

業
で
あ
る
。テ
ナ
ン
ト
賃
料
は
、草
津
ま
ち

づ
く
り
会
社
の
収
入
と
な
る
。

　
天
井
川
と
は
、雨
の
度
に
土
砂
が
堆
積
し

川
床
が
高
く
な
り
、氾
濫
す
る
の
を
防
ぐ
た

め
に
土
手
の
修
復
を
繰
り
返
し
た
結
果
、

川
床
が
高
く
な
っ
た
川
を
い
う
。草
津
川
は

JR
東
海
道
本
線
や
国
道
１
号
線
も
川
の
下

を
通
り
、民
家
の
屋
根
よ
り
も
高
い
天
井

川
と
し
て
有
名
で
あ
る
。幅
は
広
い
と
こ
ろ

で
約
１
１
０
メ
ー
ト
ル
、全
長
約
７
キ
ロ
、

堤
防
の
高
い
と
こ
ろ
は
約
９
メ
ー
ト
ル
に
達

し
て
い
る
。草
津
川
は
平
成
14
年
、新
川
に

切
り
替
え
が
行
わ
れ
廃
川
と
な
っ
た
。

　
市
の「
草
津
川
跡
地
利
用
基
本
計
画
」

は
、中
心
市
街
地
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
た
草
津
川
跡
地

を
、「
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
質
の
高
い
緑
に
よ
る
美
し
い
空
間
を

創
造
し
、テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
、市
民
活
動

の
舞
台
と
な
る
広
場
、非
常
時
の
避
難
場

所
な
ど
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り
、「
草

津
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」の

メ
イ
ン
事
業
で
あ
る
。

　
大
袈
裟
だ
が
、過
去
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
草
津
を
南
北
に
分
断
し
、草
津
の
ま

ち
の
発
展
を
阻
害
し
て
き
た
天
井
川
は
、

中
心
市
街
地
の
広
大
な
ガ
ー
デ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
し
て
草
津
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
イ

メ
ー
ジ
と
な
る
に
違
い
な
い
。

　
草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
は「
草
津
川
跡

地
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
」や
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、空
間
の
維
持
管
理
な
ど
草
津
の

未
来
を
左
右
す
る
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
琵
琶
湖
か
ら
栗
東
市
の
境
目
ま
で
続
く

草
津
川
跡
地
は
６
区
に
分
け
ら
れ
工
事
が

行
わ
れ
る
予
定
だ
。既
に
、メ
ロ
ン
街
道
と

浜
街
道
の
区
間
２
・JR
と
国
道
１
号
線
の

間
の
区
間
５
の
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。区

間
５
は
土
手
を
残
し
た
ま
ま
で
川
床
部
分

を
緑
を
軸
に
し
た
公
園
に
整
備
し
て
い
く
。

完
成
は
平
成
29
年
の
３
月
。草
津
ま
ち
づ

く
り
会
社
は「
草
津
川
跡
地
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ

ク
ス
事
業
」と
し
て
、『ｎ
ｉｗａ
＋
』の
よ
う

な
個
性
的
で
魅
力
的
な
店
舗
の
集
積
を
行

う
予
定
で
、現
在
、経
産
省
の「
中
心
市
街

地
再
興
戦
略
事
業
」の
採
択
を
受
け
て
ニ

ー
ズ
調
査
を
行
って
い
る
。
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草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
の

運
営
費

草
津
に
学
べ
!!

　
草
津
市
は
古
く
か
ら
東
西
交
通
の
要
衝

に
あ
り
、東
海
道
と
中
山
道
が
分
岐
・合
流

す
る
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
町
だ
っ
た
。嘉

永
３
年
当
時
の
記
録
で
は
、通
り
沿
い
に
は

旅
籠
屋
、木
綿
商
売
、人
足
部
屋
、多
葉
粉

商
売
、茶
屋
、下
駄
内
職
、雑
穀
商
、煮
売

茶
屋
、肥
物
商
売
、米
商
売
、荒
物
、酒
造

商
売
な
ど
、様
々
な
商
売
が
展
開
さ
れ
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。『ｎ
ｉｗａ
＋
』の
あ
る

「
駅
東
口
エ
リ
ア
」と
草
津
川
跡
地
で
接
す

る
南
側
の「
本
陣
エ
リ
ア
」は
現
在
、シ
ャ
ッ

タ
ー
を
閉
め
る
店
舗
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

往
時
の
賑
わ
い
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

　
草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、こ
の
本
陣
エ

リ
ア
の
賑
わ
い
の
創
出
を
目
指
し
、空
店
舗

や
町
家
を
改
修
し
て
サ
ブ
リ
ー
ス
す
る「
東

海
道
・草
津
宿
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
」

に
も
着
手
し
て
い
る
。

　
昨
年
10
月
に
２
軒
を
内
定
、リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
工
事
費
に
経
産
省
の
補
助
金
を
利
用

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
予
定
だ
。３
分
の
２

が
補
助
、残
り
の
３
分
の
１
は
草
津
ま
ち
づ

く
り
会
社
の
負
担
に
な
る
が
、そ
の
う
ち
の

３
分
の
２
に
つ
い
て
は
経
産
省
の
補
助
金
が

決
定
す
れ
ば
、市
に
よ
り
補
助
さ
れ
る
。そ

の
結
果
、草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
負
担
は

９
分
の
１
と
な
る
。

　
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
賑
わ
い
を
創
出
す

る『ｎ
ｉｗａ
＋
』や
草
津
川
跡
地
の
ガ
ー
デ

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
対
照
的
に
、本
陣
エ
リ

ア
は
草
津
宿
と
し
て
栄
え
た
歴
史
的
な
街

並
み
を
保
存
、修
景
、整
備
し
な
が
ら
の
テ

ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
と
な
る
。本
陣
エ
リ

ア
は
草
津
の
記
憶
な
の
だ
。

　
駅
東
口
か
ら『ｎ
ｉｗａ
＋
』、ガ
ー
デ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
、そ
し
て
本
陣
エ
リ
ア
へ
と
人
の

流
れ
が
生
ま
れ
、草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社

の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
賑
わ
い
づ
く
り
の

拠
点
と
な
り
、ま
ち
な
か
の
回
遊
へ
と
つ
な

が
って
い
く
。

　　
平
成
25
年
２
月
に
草
津
ま
ち
づ
く
り
会

社
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、驚
異
的
な
ス
ピ

ー
ド
で
基
本
計
画
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
。草

津
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
収
益
は
設
立
後
１

年
半
の
間
、事
業
収
入
は
無
い
。運
営
費
は

ど
う
な
って
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
の「
人
件
費
と

事
業
所
の
家
賃
」は
、会
社
設
立
後
５
年
間

は
市
が
１
０
０
％
全
額
補
助
。６
年
か
ら
10

年
目
は
２
分
の
１
を
補
助
、11
年
目
か
ら

は
会
社
負
担
と
な
る
。事
務
所
開
設
時
の

内
装
工
事
、備
品
も
す
べて
市
の
補
助
を
う

け
て
い
る
。

　
そ
の
他
、中
活
協
事
務
局
の
業
務
、草
津

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
中
活
事
業
に
関
す
る

業
務
な
ど
を
専
門
的
な
知
見
か
ら
支
援
す

る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
業
務
委
託
費
に
対

し
て
、市
か
ら
１
年
目
５
０
０
万
円
、２
年

目
４
０
０
万
円
の
補
助
を
受
け
て
い
る
。

　
草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
市
の
手
厚
い

保
護
を
受
け
な
が
ら
、10
年
後
の
独
立
し

た
経
営
を
目
指
し
て
い
る
。設
立
後
５
年
で

市
の
補
助
は
半
分
に
な
る
。あ
と
３
年
半
で

ど
こ
ま
で
自
立
採
算
の
目
処
が
立
て
ら
れ

る
か
が
勝
負
で
あ
る
。

　
彦
根
市
で
は
昨
年
10
月
、『
平
成
26
年
度

彦
根
市
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
調
査

中
間
報
告
書
』が
ま
と
め
ら
れ
、本
年
２

月
、説
明
会
が
あ
っ
た
。報
告
書
の「
彦
根

市
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
方
向
性

（
具
体
的
な
視
点
）」と
し
て
５
つ
の
視
点
が

示
さ
れ
、そ
の
５
つ
目
に
は
次
の
よ
う
に
記

東
海
道
・
草
津
宿

テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業

さ
れ
て
い
る（
以
下
抜
粋
）。

　
「
彦
根
市
で
は
、既
に
平
成
11
年
に
旧

中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
き
、彦
根

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、総
事
業
費
１
８
３
億
円（
う

ち
市
費
77
億
円
）を
支
出
し
、中
心
市
街

地
の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
点

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。な
ぜ
な
ら
、

旧
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
く
基

本
計
画
に
お
い
て
は
、「
市
街
地
の
整
備

改
善
」と「
商
業
等
の
活
性
化
」の
２
つ

の
分
野
を
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
た
た
め
、彦
根
市
の
中
心
市
街

地
で
は
こ
れ
ら
２
つ
の
分
野
に
つ
い
て

整
備
を
ほ
ぼ
終
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る

た
め
で
あ
る
。

　
他
方
、平
成
18
年
に
は
、中
心
市
街
地

活
性
化
法
が
改
正
さ
れ
、「
市
街
地
の
整

備
改
善
」と「
商
業
等
の
活
性
化
」に
加

え
、「
街
な
か
居
住
」や「
都
市
福
利
施
設

の
整
備
」の
４
つ
の
分
野
に
支
援
措
置
が

拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。し
か
し
、

彦
根
市
に
お
い
て
は
、こ
の
平
成
18
年
の

法
改
正
後
に
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
街
な
か

居
住
」と「
都
市
福
利
施
設
の
整
備
」の

２
分
野
に
つ
い
て
は
、整
備
等
が
不
足
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、

中
心
市
街
地
に
お
い
て
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
等
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
」。

　
草
津
市
も
彦
根
市
と
同
じ
よ
う
な
状
況

に
あ
り
な
が
ら
、平
成
25
年
に「
草
津
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」の
認
定
を

受
け
て
い
る
。平
成
10
年
７
月
に
施
行
さ

れ
た
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
き
、

平
成
15
年
に（
旧
）草
津
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、商
業
の

活
性
化
や
市
街
地
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
が
、十
分
な
ま
ち
の
活
性
化
に
は
繋
が
ら

な
か
っ
た
。草
津
市
は
ま
ち
に
力
が
あ
る

う
ち
に
都
市
の
構
造
を
見
直
し
、市
全
体

の
質
を
向
上
さ
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、平

成
18
年
８
月
に
改
正
さ
れ
た
中
心
市
街

地
活
性
化
法
に
基
づ
き
、中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、内
閣
総
理
大

臣
の
認
定
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
巻
頭
、中
川
副
会
頭
は
、「
ま
ち
づ
く
り

会
社
」の
理
想
と
し
て
次
の
３
点
を
記
し

て
い
る
。

１
．「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」と
い
え
ど
も
、企
業

　

  

と
し
て
の
採
算
が
取
れ
て
い
る
こ
と

２
．「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」だ
け
で
な
く
、中 

　

 

心
市
街
地
全
体
の
形
成
と
活
性
化
に

　

 

寄
与
で
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と

３
．彦
根
ら
し
さ
の
情
緒
を
大
切
に
し
、洗

　

 

練
さ
れ
た「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」で
あ 

　

 

る
こ
と

　
決
断
と
ス
ピ
ー
ド
、市
の
バッ
ク
ア
ッ
プ
、

草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
計
画
遂
行
力
に

学
ぶ
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

　
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
は「
失
敗
を

す
る
こ
と
は
耐
え
ら
れ
る
が
、挑
戦
し
な

い
で
い
る
こ
と
は
耐
え
ら
れ
な
い
。（I can 

accept failure, everyone fails at 

som
ething. But I can’t accept not 

trying.

）」と
名
言
を
残
し
て
い
る
。

　
彦
根
を
日
本
一
の
10
万
都
市
に
す
る

た
め
の
方
法
の
１
つ
が
今
、こ
こ
に
あ

る
。彦
根
は
何
に
徹
す
る
の
か
、基
本
計

画
策
定
と
彦
根
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
会

社
設
立
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
取
材
協
力 

草
津
ま
ち
づ
く
り
会
社
）

　草津まちづくり株式会社 代表取締役社長
  伊勢村 恭司さん
▶近年、草津市では人口が急増し草津駅周辺
にもマンションが立ち並び、一見賑やかに見
えますが、実は草津駅の東側の一等地（アニマ
ート跡地）は、利用計画の決まらないまま空
き地として放置されてきました。平成21年
「草津まちづくりNPO」を設立して、草津駅東
側の連絡デッキを拡張し、市民の広場にして
集客を図ろうと提案しましたが、1年間待って
も、草津市からの回答はありませんでした。
年末の御用納めの12月27日、市長に直談判を
行ったところ、「草津駅前の賑わいを取り戻す
必要がある。中心市街地活性化法にのっとっ
たなかで、まちづくりをしていく」と初めて市
長の決断を知りました。「一緒にやりましょ
う」と行政と共通の目的を持つことができた
のです。
　以後は、中心市街地活性化に向けた取り組
みを行政と連携しながら官民協働の要となる
「草津まちづくり株式会社」を設立するに至り
ました。草津まちづくり会社については、官民
の立ち場を踏まえた上で、基本計画にふさわ
しい魅力的なテナントミックスができる地域
に根ざしたデベロッパーでありたいと思ってい
ます。

　草津まちづくり株式会社 マネージャー
  広瀬 今日子さん
▶草津市は人口が増加しているまちで、中心市
街地の大規模マンションを中心に、主に30代
40代のニューファミリー層が増えています。そ
の方たちは地元でちょっといいものを買いた
い、ちょっといいものを食べたいというとき、地
元ではなく大阪・京都に出かけることが多く、あ
まり地元を歩くことをされません。将来的には
人口減少に転じるとのデータもあり、子ども達
が10年後、20年後草津に住みたいと思えるよ
うなまちづくりを今まさに仕掛けていかなけれ
ばならないと考えています。新住民の方々に、
まずはまちなかを歩き、回遊して、まちの魅力
を知っていただくための仕掛けの１つとして活
性化拠点づくりに取り組んでいます。
　全国にまちづくり会社は数多くありますが、
会社設立から５年間で３つのテナントミックス
事業を展開するところは少ないのではないで
しょうか。草津まちづくり会社は商業の活性
化を切り口に、テナントミックス事業をメインに
様々な事業を展開していこうと考えています。
　もちろん、完成したら終わりでなく､更に活性
化を図れるようなイベントも継続的に仕掛けて
いきます。
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R E P O R T  &  I N F O R M A T I O N
R&I

第
５
回 

彦
根
商
工
会
議
所
会
員
交
流
フ
ェ
ア
を
盛
大
に
開
催

集
客
戦
略
推
進
委
員
会
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
最
後
に
議
員
ク
ラ
ブ
の
一
圓
代

表
幹
事
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
閉

会
し
ま
し
た
。

　
続
く
第
２
部
会
員
交
流
懇
親
会

は
、大
久
保
彦
根
市
長
な
ど
の
来
賓

も
含
め
総
勢
３
５
０
名
が
参
加
し

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
・
滋
賀
レ
イ
ク
ス
タ
ー
ズ
・
レ
イ

ク
ス
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
の
皆
さ
ん

の
シ
ョ
ー
で
華
々
し
く
幕
開
け
し

た
後
、会
頭
の
挨
拶
、来
賓
紹
介
が
あ

り
、夏
原
副
会
頭
の
乾
杯
の
発
声
で

開
会
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、サ
プ
ラ
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、本
田
技
研
工
業
㈱
・
ホ
ン

ダ
販
売
フ
タ
バ
㈱
の
特
別
協
賛
に

よ
り
話
題
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー「U

N
I-C
U
B

」の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
た

だ
き
、多
く
の
方
に
体
験
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、ひ
こ
ね
グ
ル
メ
メ
ッ
セ
で

は
、ま
ぐ
ろ
の
お
刺
身
、お
寿
司
、近

江
牛
ス
テ
ー
キ
、

そ
ば
、地
酒
、ワ

イ
ン
を
会
員
事

業
所
よ
り
出
店

い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
く
Ｐ
Ｒ

タ
イ
ム
で
は
、

各
社
の
イ
ベ
ン

ト
や
事
業
に
つ

い
て
ス
テ
ー
ジ

彦
根
市
都
市
建
設
部
と
の
懇
談
会
を
開
催

　
当
所
不
動
産
部
会（
泉
藤
博
部
会
長
）並
び

に
交
通
運
輸
部
会（
薗
磯
次
部
会
長
）で
は
、

２
月
24
日
に
当
所
に
て
、彦
根
市
都
市
建
設
部

か
ら
山
田
部
長
ら
９
名
、不
動
産
部
会
か
ら
泉

部
会
長
、三
須
副
部
会
長
ら
８
名
、交
通
運
輸

部
会
か
ら
薗
部
会
長
、磯
谷
・
和
田
副
部
会
長

ら
５
名
、木
村
担
当
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理

事
ら
の
総
勢
26
名
が
出
席
し
て
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
木
村
副
会
頭
、山
田
部
長
よ
り
挨
拶
の
後
、

事
前
に
両
部
会
員
か
ら
募
集
し
た
都
市
計
画

や
道
路
行
政
に
関
す
る
質
問
・
要
望（
枠
内
参

照
）に
対
し
て
彦
根
市
よ
り
ご
回
答
い
た
だ

き
ま
し
た
。続
い
て
の
質
疑
応
答
で
は
、両
部

会
員
か
ら
質
問
が
相
次
ぎ
、最
後
に
志
賀
谷
専

務
理
事
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
各
部
会
員
に
と
っ
て
は
、業
務
に

直
結
す
る
要
望
や
質
問
を
彦
根
市
に
お
伝
え

で
き
る
機
会
と
し
て
有
意
義
な
懇
談
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
彦
根
市
で
は
、彦
根
市
功
労
者
表

彰
条
例
に
基
づ
き
、市
の
公
益
の
増

進
・
文
化
の
向
上
そ
の
他
市
勢
の

振
興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
、そ
の
功

績
が
顕
著
な
皆
さ
ん
を「
彦
根
市
功

労
者
」と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
の
う
ち
、当
所
会
員

事
業
所
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

彦
根
市 

功
労
者

■
商
工
業
の
振
興
と
発
展
に
貢
献

　
和
田 

旱
子 

氏

　
彦
根
急
送
㈱ 

代
表
取
締
役

　
当
所
議
員

■
観
光
の
振
興
と
発
展
に
貢
献

　
片
岡 

哲
司 

氏

　
㈲
双
葉
荘 

代
表
取
締
役

　
当
所
常
議
員

■
市
議
会
議
員
と
し
て
市
勢
の
振
興

　
と
発
展
に
貢
献 

　
小
林 

武 

氏

　
小
林
製
菓
舗 

店
主

　
当
所
常
議
員

　
ま
た
、彦
根
市
表
彰
規
程
に
基
づ

き
、市
勢
の
振
興
お
よ
び
公
益
の
増

進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
団
体
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

彦
根
市 

感
謝
状

■
観
光
振
興
に
寄
与

　
彦
根
商
工
会
議
所
青
年
部

　
古
式
銃
研
究
会 

彦
根
鉄
砲
隊

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

彦
根
市
へ
の
主
な
要
望
・
質
問
内
容

〈
不
動
産
部
会
〉 

１
・
彦
根
市
大
藪
町
字
大
野
の
道
路
設
置
計

　

 

画
・
宅
地
開
発
計
画
に
つ
い
て

２
・
彦
根
駅
東
口
道
路
工
事
他
の
進
捗
状
況

　

 

に
つ
い
て

３
・
ト
ン
ネ
ル
新
設
道
路
建
設
の
進
捗
状
況  

　

 

に
つ
い
て

４
・
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
区
計
画 

　

 

制
度
の
運
用
に
つ
い
て

５
・
市
保
有
地
の
有
効
利
用
活
性
化
対
策
に

　

 

つ
い
て

６
・
開
発
に
伴
う
雨
水
排
水
計
画
基
準
の
緩

　

 

和
に
つ
い
て

７
・
少
子
高
齢
化
に
伴
う
空
き
家
の
増
加
に

　

 

つ
い
て  

等

〈
交
通
運
輸
部
会
〉 

１
・
市
内
道
路
の
渋
滞
緩
和
対
策
に
つ
い
て

２
・
信
号
機
の
新
設
に
つ
い
て

３
・
彦
根
駅
東
口
の
商
業
施
設
誘
致
に
つ
い
て

４
・
彦
根
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
け
る
安

　

 

全
確
保
に
つ
い
て

５
・
安
清
町
の
道
路
拡
張
工
事
の
早
急
な
進

　

 

展
に
つ
い
て

６
・
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
デ
ー

　

 

タ
予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

７
・
稲
枝
駅
か
ら
至
近
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
・

　

 

待
機
場
の
確
保
に
つ
い
て

８
・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
第
79
回
国
民
体

　

 

育
大
会
に
向
け
、市
内
道
路
整
備・交
通・

　

 

環
境
の
理
想
と
現
時
点
の
達
成
度
合
、

　

 

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

▶小出会頭の挨拶

上
で
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。開
宴
中
も
活
発
に

名
刺
交
換
さ
れ
、ビ
ジ
ネ
ス
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
や
グ

ル
メ
メ
ッ
セ
各
店
の
お
食
事
券
等

が
あ
た
る
抽
選
会
を
行
い
、木
村
副

会
頭
の
挨
拶
並
び
に
一
本
締
め
に

て
結
び
と
な
り
ま
し
た
。

▶「UNI-CUB」デモンストレーション

▶講師の高橋氏

▶大人気のグルメメッセ▶賑わう会員交流懇親会▶抽選会にて会頭から特賞贈呈

　
当
所
で
は
、１
月
29
日
彦
根
ビ
ュ

ー
ホ
テ
ル
に
て
第
５
回
会
員
交
流

フ
ェ
ア「M

EET The M
em
bers!

」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
新
春
特
別
講
演
会
で
は

約
３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
、小
出

会
頭
の
挨
拶
の
後
、滋
賀
県
出
身
の

ロ
ボ
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
タ
ー
高
橋
智

隆
氏
を
お
迎
え
し
、「
ロ
ボ
ッ
ト
時
代

の
創
造
」と
題
し
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
高
橋
氏
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
、

日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
他
国
に

比
べ
て
の
優
位
性
や
、２
０
１
３
年

末
頃
か
ら
世
界
的
に
関
心
が
高
ま

り
、ア
メ
リ
カ
で
グ
ー
グ
ル
、ア
マ
ゾ

ン
な
ど
、日
本
で
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

な
ど
が
参
入
し
て
お
り
、Ｉ
Ｔ
の
次

は
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
が
中
心
に
な
る

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。今
後
の
市
場

動
向
予
測
に
つ
い
て
は
バ
ー
チ
ャ

ル
か
ら
リ
ア
ル
が
渇
望
さ
れ
る
時

期
に
な
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
客
戦
略
推
進
委
員
会（
木
村
泰
造
委
員

長
）は
、去
る
２
月
16
日（
月
）に
グ
ラ
ン
ド

デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
、小
出
会
頭
、木
村

副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
ら
総
勢
81
名
が

出
席
し
て
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
木
川
議
員
の
司
会
に

よ
り
、木
村
副
会
頭
の
挨
拶
、講
師
紹
介
の

後
、元
観
光
庁
長
官 

溝
畑 

宏
氏
が
講
演
さ

お
礼　
当
所
で
開
催
し
ま
し
た
第
５
回
会
員
交
流
フ
ェ
ア
も
盛
況
の
う
ち

に
無
事
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

れ
ま
し
た
。

　
溝
畑
氏
は
、歯
に
衣
着
せ
ぬ
軽
快
な
話
術

で
出
席
者
を
魅
了
し
、地
方
創
生
な
ど
国
の

施
策
に
至
る
ま
で
多
く
の
資
料
を
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
観
光
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て「
喜
び
、感

動
、女
性
」や
、関
西
か
ら
発
信
を
す
る
た
め

「
①
関
西 

②
も
の
づ
く
り 

③
宿
泊 

④
大
学

生
」の
キ
ー
ワ
ー
ド
も
必
要
と
話
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
溝
畑
氏
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
考
慮
し
、日

本
忍
者
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、文
化
観
光
、産

業
観
光
、ス
ポ
ー
ツ
観
光
、ペ
ッ
ト
と
の
観

光
、昼
寝
観
光
な
ど
全
国
の
事
例
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
、彦
根
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、

「
彦
根
よ
る
旅（
夜
間
の
観
光
）」で
あ
る
と

提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
狙
う
の
で
あ
れ

ば
、市
内
の
大
学
生
や
留
学
生
を
活
用
さ
れ
る

と
良
い
の
で
は
と
、お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、小
出
会
頭
よ
り
御
礼
挨
拶
を
い

た
だ
き
、結
び
と
な
り
ま
し
た
。

溝畑 宏(みぞはた ・ひろし)氏プロフィール
　昭和35年、京都生まれ。東京大学法学部卒。昭和
60年自治省に入り、平成2年、大分県庁に出向。
サッカーワールドカップの会場誘致、立命館アジ
ア大学の開学に尽力した。Jリーグ「大分トリニー
タ」の設立に関わりGM、社長も務め、平成20年に
はJリーグナビスコカップ優勝に導く。
　平成22年、観光庁長官に就任。退任後は、内閣官
房参与、大阪府特別顧問、京都府参与、京都大学経
営管理大学院特命教授、総務省地域力創造アドバ
イザーなどに就任し、観光立国、2020年東京オリ
ンピック・パラリンピックの推進、地域振興、クー
ルジャパンの推進などに取り組んでいる。

　当所では、「彦根商工会議所メールマガジン」
の会員登録を募集しています。登録は無料で
すので、ぜひご登録ください。パソコンからは、
当所ホームページからご登録ください。
　携帯電話・スマートフォン
等からは、QRコードを読み
込んで空メールを送る方法
が便利です。

不動産部会新年会／泉藤博部会長
　２月２日　伊勢幾にて開催
第10回業務革新委員会／
　清水克己委員長
　２月17日　当所にて開催
　■部会長ヒアリング内容等について
化学工業部会 幹事会／　
　田中暢太佳部会長
　２月17日　当所にて開催
　■副部会長の選任等について
第４回ひこねブランド開発委員会／
　小出英樹委員長
　２月27日　当所にて開催
　■「当委員会の方向性と次年度事業
　　に向けて」等について
GAT彦根（彦根異業種交流研究会）
２月度新年例会／田川正人会長
　２月27日　栗東市・草津市にて開催
　■滋賀県工業技術センター、太田酒造
　　（株）視察研修

会議・行事 開催報告

彦根商工会議所HP
http://www.hikone-cci.or.jp/

メールマガジン会員登録募集中!

▶登録用QRコード



「リピーターを増やして　　　　　　　　　 
売上を最大にする顧客維持のしかた！」
   ～小さくなる市場で生き残る方法とは～

■ 販売力強化セミナー

　人口減少、少子高齢化が加速する日本の市場では、新しい顧客をつく
ることがとても難しい状況となっています。そこで今回のセミナーで
は、リピーター客を増やして売上を上げ、他社からも顧客を取られない
ようにするための顧客維持をテーマに、具体的な実例を交えてお教え
いただきます。

3月17日（火）14：00～16：30
グランドデュークホテル 6階 会議室
ランチェスターマネジメント株式会社
代表取締役  河辺よしろう氏

日　時
場　所
講　師

会員  無料／非会員 2,000円
50人　定員になり次第締切。１事業所から複数名の参加も可能です。

受講料
定　員

講座内容（予定）
① あなたの会社を総点検
 　・マンション経営タイプとアパート経営タイプ
 　・リピートを増やすメリット
 　・不動産、建築会社、どんなものでもリピートできる仕組み
② 常識では信じられないリピート商売事例
 　・色鉛筆をリピート販売して大ヒット
 　・安い商品に見えて結局たくさん買ってくれる仕組み
 　・お財布販売をリピートさせて大成功
③ 顧客維持に絶対必要なダイレクトマーケティング
 　・どんな商売にも共通するリピーター作り理論
 　・観察と測定
 　・顧客維持のための具体的な戦略と戦術
④ リピーター作りに大切な商品の作り方
 　・ありふれたものをどうやってリピート商品に変えるのか
 　・顧客維持に必要な３つの商品タイプ
 　・お客様は３度評価する
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女性会
だより

　
当
所
女
性
会（
藤
田
敦
子
会
長
）で
は
、１
月
30
日

に
彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、会
員
38
名
、来
賓
に

小
出
会
頭
、木
村
副
会
頭
、中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専

務
理
事
を
迎
え
、新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
近
江
猿
楽
多
賀
座
様
に
勇
壮

な
獅
子
舞
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。続
い
て
藤
田

会
長
よ
り
、日
頃
の
感
謝
と
本
年
の
抱
負
が
述
べ
ら

れ
、小
出
会
頭
か
ら
は
い
ま
会
議
所
で
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ

の
後
回
り
年
の
お
祝
い
と
、新
入
会
員
の
岸
本
美
紀

さ
ん（
㈱
岸
本
商
店
）の
紹
介
が
あ
り
、和
や
か
に
懇

談
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
中
川
副
会
頭
が
メ

イ
ン
ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る
Ｂ
Ｂ
カ
ン
ト
リ
ー
バ
ン

ド
に
よ
る
ラ
イ
ブ
演
奏
が
あ
り
、素
晴
ら
し
い
歌
声

と
音
楽
に
出
席
者
は
皆
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
手
拍

子
・
ダ
ン
ス
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。親
睦

委
員
会
で
企
画
さ

れ
た
楽
し
い
ゲ
ー

ム
も
あ
り
、締
め
く

く
り
に
は
夏
の
総

お
ど
り
大
会
で
女

性
会
が
新
た
に
振

付
を
し
た「
彦
根
ヨ

イ
ヨ
イ
節
」を
参
加

者
全
員
で
踊
り
、た

く
さ
ん
の
笑
顔
が

咲
い
た
新
年
会
と

な
り
ま
し
た
。

申込み・問合せ http://www.hikone-cci.or.jp
彦根商工会議所  TEL.22-4551  FAX.26-2730

親
睦
委
員
会
担
当
事
業

新
年
会
を
開
催

　彦根公共職業安定所管内の有効求人倍率は平成26年11月に1.27倍と
なり、前年から引き続き上昇傾向で、昨今数値的にも表面化してきてい
る労働人口の減少を懸念する企業も多くみられます。このような状況下
において、企業には新たな人材確保、職場定着に向けた取り組みや、労働
者の人権に配慮した適正な雇用管理が求められるところです。今般、こ
れらの課題に対する企業各々の取組を支援することを目的として、雇用
管理研修会を開催することとなりました。ぜひご参加ください。

原則として新入社員（全ての業種）
100人（定員になり次第締切）
彦根商工会議所または彦根地区雇用対策協議会
会員事業所 1人 5,000円／非会員事業所 １人10,000円
3月13日（金）
①両日とも昼食、湯茶は主催者で準備します。 ②テキスト・研修ノートはお
渡しします。 ③10㎝×10㎝程度の鏡・筆記用具をご持参ください。 ④ 各自
の名刺を20枚ご準備ください（準備できない場合は事前にご相談ください）。
⑤ 受講者数等の状況に応じてカリキュラムを変更する場合があります。

受講対象
定　員
受講料
（税込）
申込締切
その他

全業種対応　新入社員研修会（2日間コース）

雇用管理研修会

 開催内容
① （仮題）企業と人権について
 　 講師：公益財団法人　滋賀県人権センター　人権啓発担当者
② （仮題）人材育成支援事業について（キャリアアップ助成金、キャ 
　 リア形成促進助成金）
 　 講師：滋賀労働局職業安定部職業対策課

４月６日（月）10：00～ 16：30
オリエンテーション「社会人としてのスタート」・働くことの意味・心構え・あなたにとって会社とは
1.講義「会社で働くということ」／2.実技とビデオレッスン 「第1印象のブラッシュ
アップ」／３.講義と実技「ビジネスマナーの基本①」／４.人権問題研修

５．講義と実技「ビジネスマナーの基本②」／６．ビジネスマナー ロールプレイング
／７．講義「ビジネスマナーの基本③」／８．実技「ビジネスの会話術」／９．まとめ作
成と発表

４月７日（火）10：00～ 16：30

申込み・問合せ  彦根公共職業安定所 TEL.22-2500・FAX.26-5186

日　時　４月６日（月）・７日（火）10：00～ 16：30
場　所　彦根商工会議所　４階大ホール
講　師　伴 孝子氏・今村 尚美氏（ビジョナリーカンパニー）
　　　　彦根市市民環境部人権政策課担当者（６日）

日時  ３月23日（月）14：00～ 16：15
場所  ビバシティホール（彦根市竹ヶ鼻町43-1）／受講料  無料

主催  彦根公共職業安定所、彦根商工会議所、彦根地区雇用対策協議会

会場を変更しました

NAVI
平成27年度 福祉住環境コーディネーター検定試験２・３級

日商PC検定

申 込 先　東京商工会議所検定センター
〔WEB登録〕 http://www.kentei.org/
〔電話登録〕TEL.03-3989-0777（平日午前10時～午後６時）
※彦根商工会議所の窓口では受付できません。

受 験 料　２級6,480円・３級4,320円

検定試験 お問い合せ（検定担当）
TEL. 22-４５５１

回 級 施行日 申込登録期間

第34回
２級

７月12日（日） ４／28（火）～５／29（金）３級

第35回 ２級 11月22日（日） ９／８（火）～ 10／９（金）３級

１級は統一試験日に実施します。
詳細：日本商工会議所HP http://www.kentei.ne.jp/pc/
２・３級・Basic（基礎級）の試験日は、各会場が決定します。
試験日時・申込期間等は、下記の試験会場へお問合せください。

受験料　1級 10,290円・2級 7,200円・3級 5,140円・
　　　　Basic 4,120円

彦根商工会議所パソコン教室
彦根市中央町3-8　 　TEL.47-5066

試験会場 ②

試験会場 ①

ひこね燦ぱれす
彦根市小泉町648-3　TEL.26-7272　

文書作成   データ活用   プレゼン資料作成

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金
計画をたててお申込みください。

・常時使用する従業員が20人以下（商業・
サービス業の場合は５人以下）の法人・個人
事業主の方
・義務納税額（所得税・法人税・事業税・市
県民税）を完納している方
・原則として市内で最近１年以上事業を行っ
ており、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.35％
平成27年2月25日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

受験資格
昭和60年４月２日～平成６年４月１日生まれの者
平成６年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
大学を卒業した者及び平成28年３月までに大学を卒業する見込みの者
人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者
申込受付期間
平成27年４月１日（水）～４月13日（月）
原則としてインターネット申込みをご利用ください。
インターネット申込専用アドレス
【http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html】
試験日
第１次試験　平成27年６月７日（日）
第２次試験　平成27年７月14日（火）～ 22日（水）
合格者発表日
第１次試験合格者発表日　平成27年６月30日（火）
最終合格者発表日　　　　平成27年８月25日（火）
採用予定数
別途、人事院ホームページに掲載します。

問合わせ先
大阪国税局人事第二課試験係　TEL.06-6941-5331

国税職員募集のお知らせ 税だより
～平成27年度 国税専門官採用試験～

平成26年分確定申告と納税の期限は
○申告所得税及び復興特別所得税
　平成27年３月16日（月）まで
○個人事業者の消費税及び地方消費税
　平成27年３月31日（火）まで
○贈与税
　平成27年３月16日（月）まで

申告書の作成は、国税庁ホームページの『確定申告
書等作成コーナー』が便利です!!
・画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額な
どが自動計算され、所得税・消費税の申告書や、青
色決算書などが作成できます。
・作成したデータは印刷した『書面』により提出で
きるほか、『ｅ-Tax（国税電子申告・納税システム）』
を利用して提出することもできます。

彦根税務署からのお知らせ
彦根商工会議所内の申告相談会場の開設は、平成
27年３月16日（月）までです。

彦根商工会議所中小企業相談所 TEL.22-4551申込み
問合せ
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青年部通信YEG March.voll2.3l3
臨
時
総
会・新
年
会

県
青
連
南
地
区
提
案
公
募
型
事
業

（株)オアス カラオケスタジオ PAL
                                      深田昌雄
　まいどおおきに！松原町カラオケスタ
ジオＰＡＬの深田と申します。本社は大阪、
そして京都山科、河原（袋町）に営業所を置
き、スナック、パブ、ラウンジ、旅館、ホテル、
老健施設等への通信カラオケ機器のレンタ
ル、販売をメインビジネスとし、歌の発表
会、お祭り等でのＰＡ短期貸しも承ってお
ります。更に歌の楽しさを幅広い年齢層に
伝える、歌を通じて人・地域のコミュニ
ティー作りのお手伝いをすべく、ここ彦根、
近江八幡にてカラオケボックスを運営、独
自スタイルで更に展開致します。
　また、昨年からは自身もカラオケ・ＹＡ！
（からおけや・ダサい！）として歌を発表、メ
ジャー他アーティストの曲を歌う従来のス
タイルから、若手作曲・編曲家とのタイアッ
プにより、自分の歌を制作（マイ歌）、発表す
る活動にも取り組んでおり、歌手デビュー
や様々な背景、想いから力強い（面白い!?）
歌が生まれ、個人に限らず、店舗や企業、地
域を盛り上げる種が出来ています。皆様も
何かしら歌との関わりがあるかと…、どの
シチュエーションでの出会いがあるか楽し
みです♪。

青年部伝言板

青年部事業所紹介
まいどおおきに

　
去
る
１
月
15
日
、青
年
部
臨
時
総

会
が
双
葉
荘
に
て
、会
員
54
名（
委
任

状
含
む
）に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
田
君
が
司
会
を
務
め
、松
本
君

の
開
会
宣
言（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
宣
言
）で
開

会
し
ま
し
た
。そ
し
て
青
年
部
の
歌
、

網
領
の
朗
読
、指
針
の
唱
和
が
あ
り
、

鳥
越
会
長
の
挨
拶
の
後
、小
原
君
が

議
長
に
就
任
し
、議
案
審
議
を
開
始

し
ま
し
た
。今
回
は
２
年
任
期
の
終

わ
る
年
に
な
る
為
、安
齋
次
年
度
会

　
去
る
２
月
３
日
、守
山
市
の
ラ
フ
ォ

ー
レ
琵
琶
湖
に
て
滋
賀
県
商
工
会

議
所
青
年
部
連
合
会
若
手
後
継
者

等
育
成
事
業
・
南
地
区
提
案
公
募
型

事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度

の
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
県
青
連
へ
の
参

加
人
数
も
多
く
、南
地
区
へ
の
参
加

人
数
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
最
多

と
な
る
鳥
越
会
長
以
下
38
名
と
い

う
大
人
数
で
参
加
し
ま
し
た
。

長
か
ら
次
期
役
員
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。議
案
は
異
議
な
く
拍
手
で
承

認
さ
れ
無
事
終
了
し
、松
本
君
の
閉

会
宣
言
に
て
終
わ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、来
賓
に
小
出
会
頭
、夏

原
・
木
村
副
会
頭
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
、ま
た
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
ご
例
席
の
も
と

総
勢
67
名
が
参
加
し
盛
大
に
新
年

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
委
員
長
率
い
る
和
Ｍ
Ｉ
Ｘ
委

員
会
設
営
の
も
と
、馬
場
匡
章
君
の

司
会
進
行
に
よ
り
、ま
ず
鳥
越
会
長

よ
り
新
年
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
長
か
ら
は
、去
年
取
り
組
ん
だ
事

業
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、続
い

て
安
齋
次
年
度
会
長
の
挨
拶
と
次

期
役
員
の
メ
ン
バ
ー
紹
介
が
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
小
出

会
頭
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
い
た
後
、

フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
石
原
会

長
の
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
し
ま
し

た
。歓
談
中
に
は
小
澤
君
が
出
向
し

て
い
る
県
青
連
六
方
よ
し
委
員
会

　
講
演
会
で
は
Ｔ
Ｖ
で
も
お
な
じ
み

の
武
田
邦
彦
先
生
に「『
正
し
さ 
と

は
何
か
？
』本
物
を
手
に
入
れ
る
！

〜
厳
し
い
時
代
に
志
を
持
っ
て
生

き
抜
く
方
法
〜
」と
題
し
て
講
義
を

行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。Ｔ
Ｖ
で
拝
見

し
て
い
た
通
り
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
話
し
ぶ
り
で
、皆
話
に
引
き
込
ま

れ
て
い
る
感
じ
で
し
た
。

　
自
分
達
の
知
っ
て
い
る
情
報
は

本
当
に
合
っ
て
い
る
の
か
？ 

い
ま

は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
も
氾
濫
し
、何
が

正
し
い
事
な
の
か
が
分
か
り
に
く

い
世
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な

情
報
が
氾
濫
す
る
中
で
正
し
い
情

報
を
判
断
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
。

武
田
先
生
の
話
も
、今
の
情
報
と
は

違
う
話
を
し
て
頂
き
、ど
れ
だ
け
今

の
情
報
が
色
々
あ
る
の
か
を
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。拝
聴
し
て
い
た

方
々
も
笑
い
の
中
に
も
納
得
の
声

が
聞
こ
え
、大
変
為
に
な
る
時
間
を

持
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
今
回
の
事
業
は
メ
ン

バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、従
業
員
や
未

来
の
滋
賀
を
支
え
る
学
生
の
方
々

も
参
加
し
て
の
初
め
て
の
試
み
で

行
わ
れ
ま
し
た
。学
生
も
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
役
立
つ
情
報
を
得
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。

　
講
演
の
後
は
、引
き
続
き
学
生
も

参
加
し
て
交
流
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。最
初
は
自
己
紹
介
か
ら
始

ま
り
、今
回
の
講
演
会
に
つ
い
て
の

話
や
、ど
の
よ
う
な
仕
事
を
希
望
し

■県青連会員大会  3月2日（月）16時30分受付 17時開会  於：琵琶湖ホテル　■納会例会  3月12日（木）18時30分受付 19時開会
於：彦根びわこホテル　■県外視察研修旅行  3月15日（日）～16日（月） 彦根商工会議所前10時集合  於：神戸市方面
■ 会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

商工会議所活用ケーススタディ

　　
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
株
式
会
社
は
、防
犯
カ
メ

ラ
を
製
造
販
売
し
て
い
る
商
社
で
あ
る
。

２
０
０
４
年
に
平
尾
一
師（
ひ
ら
お 

か
ず
の

り
）さ
ん（
48
歳
）が一人
で
起
業
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通
販
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
。社
会
福
祉
法
人
彦
根
福
祉
会

が
運
営
す
る
彦
根
市
内
の
８
保
育
園
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、業
務
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
卸
売
り
を

手
が
け
、Ｂ
to
Ｃ
だ
け
で
な
く
Ｂ
to
Ｂ
へ

挑
戦
し
、業
界
で
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
る

企
業
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
す
え
て
、東
京
営
業
所
も
今
春
に
稼

働
を
始
め
20
名
体
制
を
目
指
す
。

　
本
社
を
彦
根
市
に
置
く
理
由
と
し
て

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
し
て
い
て
判
っ

た
こ
と
な
の
で
す
が
、物
流
を
考
え
る
と
彦

根
が
ベ
ス
ト
な
ん
で
す
。注
文
し
て
こ
ら
れ

る
方
は
、被
害
に
遇
い一
刻
も
早
く
防
犯
器

機
が
欲
し
い
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
な
ん
で

す
。
彦
根
は
本
日
出
荷
す
る
と
、47
都
道

府
県
の
う
ち
44
都
道
府
県
に
翌
日
届
く
と

い
う
立
地
な
ん
で
す
。こ
れ
ほ
ど
の
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
平
尾
さ
ん
は
話
す
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
と
録
画
機
を
販
売
す
る
業

者
は
非
常
に
多
い
が
、ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
は
街

頭
防
犯
シ
ス
テ
ム
製
造
・
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
な

ど
、他
社
に
は
無
い
ア
イ
デ
ア
と
技
術
で
業

績
を
伸
ば
し
て
い
る
。「
設
置
業
者
の
要
望

に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、ひ
と
つ
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ

ろ
や
、競
合
他
社
に
無
い
商
材
を
扱
う
こ
と

が
で
き
る
の
が
強
み
で
す
」。防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
業
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
や
使
い

勝
手
を
聞
い
て
い
る
と
定
番
商
品
と
し
て

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
方
向
も
見
え
て
来
る
の
だ

と
い
う
。

　
新
事
業
活
動
促
進
法
に
基
づ
く
経
営
革

新
計
画
の
認
定
は
、昨
年
３
月
だ
っ
た
。経

営
革
新
と
は
、中
小
企
業
が
新
商
品
の
開

発
や
製
造
、新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
提
供
な

ど
を
通
し
て
、一
定
以
上
の
付
加
価
値
を
高

め
る
新
た
な
経
営
計
画
を
策
定
し
、そ
の

計
画
に
つ
い
て
県
知
事
の
承
認
を
受
け
る

こ
と
で
、計
画
期
間
中（
３
〜
５
年
）に
金

融
・
税
制
・
販
路
開

拓
等
の
支
援
措
置
を

利
用
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。

　
「
勿
論
、低
利
で
融

資
を
受
け
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
根
底
に

あ
る
わ
け
で
す
。
実

務
的
な
部
分
で
小
さ

な
企
業
が
支
援
や
メ

リ
ッ
ト
を
得
る
た
め
に
は
、商
工
会
議
所
が

良
い
窓
口
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。今
回
、

経
営
革
新
の
認
定
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
け
た
の
は
有
難
か
っ
た
で
す
」と
平
尾

さ
ん
は
話
す
。会
議
所
は
経
営
革
新
計
画

の
申
請
書
類
の
作
成
支
援
を
し
な
が
ら
、

県
に
よ
る
審
査
会
を
突
破
し
て
認
定
を
受

け
る
に
至
っ
た
。

　
会
議
所
の
担
当
は
古
原
振
興
課
長
補
佐

だ
っ
た
。「
書
類
の
作
成
か
ら
認
定
ま
で
、約

３
ヶ
月
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
、コ
ス
ト
を
抑

え
て
値
段
で
勝
負
す
る
の
で
は
な
く
、カ
ス

タ
マ
イ
ズ
商
品
を
独
自
開
発
し
、東
京
営
業

所
を
作
り
展
開
す
る
と
い
う
計
画
を
立
て

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、実
際
に
未
来
予
想

が
着
実
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
た
め
に
立
て
る
経
営
計
画

の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
て
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
経
営
革
新
計

画
認
定
の
意
義
を
説
明
す
る
。

　
最
近
、彦
根
駅
に
取
り
付
け
ら
れ
た
２

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
製
だ
。

地
域
の
安
全
安
心
に
貢
献
す
る
街
頭
防
犯

シ
ス
テ
ム
は
、今
後
ま
す
ま
す
市
場
の
拡
大

が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。平
尾
さ
ん

は「
パ
ソ
コ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
、そ
し
て
ニ
ー
ズ
も
移
り
変
わ
り
が
激

し
い
業
界
で
す
。先
を
見
越
し
て
計
画
を

立
て
て
い
く
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す

が
、街
頭
防
犯
に
付
随
す
る
パ
ー
ツ
や
周
辺

器
機
を
意
識
し
な
が
ら
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
」と
こ
の

分
野
に
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
自
信
を
持
っ
て
い

る
。そ
し
て
、今
は
ま
だ
明
か
せ
な
い
が
、既

に
次
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
新
た
な
事
業
展

開
に
着
手
し
て
い
る
と
い
う
。会
議
所
と
し

て
も
引
き
続
き
有
効
な
支
援
策
の
提
案
を

考
え
て
い
る
。

（ 会　長 ）

安齋 和真（さざなみ酒店）

（ 副会長 ）

神野　森（㈲with構造設計室）

小出 哲士（小出建設㈱）

嶋津 幸一郎（アルジェント㈱）

髙木 圭祐（㈲ガーディアン・ズ）

馬場 匡章（㈱旅行屋本舗）

（ 理　事 ）

青池 貴司（㈱ＧＡＬＬＥＲＹ 空）

笠原 悟 （ＨＳ）

片岡 純一郎（㈲双葉荘）

門野 真将（㈱ＫＡＤＯＮＯ）

亀井 保孝（㈲亀井造園）

川岸 桂悟（ＳＥＮ）

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
南
地
区
事
業

の
Ｐ
Ｒ
や
、新
入
会
員
７
名
の
挨
拶

も
あ
り
諸
先
輩
方
と
の
親
睦
も

図
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
は
夏
原
副
会
頭
の
ご
挨
拶

に
て
新
年
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。そ

の
後
、青
年
部
メ
ン
バ
ー
の
お
店
ち

ど
り
に
て
２
次
会
が
行
わ
れ
、沢
山

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、引
き
続
き

共
に
語
り
合
う
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 

上
野
工
業  

上
野
文
吾

て
い
る
か
な
ど
、せ
っ
か
く
の
機
会

と
い
う
事
で
、メ
ン
バ
ー
と
学
生
が

お
互
い
に
聞
い
て
み
た
い
事
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
す
場
と
な
り

ま
し
た
。

　
学
生
の
方
も
始
め
は
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
次
第
に
ほ
ぐ
れ
て
、い

ろ
い
ろ
と
質
問
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。メ
ン
バ
ー
間
で
も
他
単
会
の
メ

ン
バ
ー
と
話
す
絶
好
の
場
と
し
て

互
い
に
近
況
を
話
し
合
い
、交
友
を

深
め
る
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
沢
山
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
し
、県
連
の
中
で
も
ひ
と
き

わ
目
立
つ
単
会
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。こ
の
団
結
力
と
経
験
を
こ
れ

か
ら
の
事
業
に
、そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
所
に
ま
す
ま
す
生
か
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
県
連
事

業
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 

㈱
シ
バ
タ
不
動
産  

柴
田 

襄

小澤 邦剛（滋賀イエローハット㈱）

小栁 清彦（ソニーライフ小栁）

髙橋 宣治（マリアージュ彦根）

瀧 圭介（㈲滋賀飲料）

西田 真也（㈲西田製作所）

西村 順（㈱鍛治光鉄工所）

西村 忠生（㈱西村教材）

橋本 泰幸（Leader's Bar）

林 幸祐（大輝建設㈱）

本庄 寛（㈱イチダ）

（ 監　事 ）

石田 裕彦（㈲ザ・サーバント）

西澤 彰朗（西澤登記測量事務所）

（直前会長）

鳥越 清和（お花屋さんリーフ）

平成27年度 新役員  25名（敬称略）

”

“

新事業活動促進法に基づく
経営革新計画認定

▶平尾一師 代表取締役

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
強
み

未
来
予
想
図

経
営
計
画
の
メ
リ
ッ
ト

N
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 http://nextage.tv
 http://grandeye.jp

▶街頭防犯システム
　下段にコントロールBOXを設置し
　高所でのメンテナンスを不要にした
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愛
知
郡
秦
川
村
北
蚊
野（
現
愛

荘
町
蚊
野
）に
生
ま
れ
、刺
繍
が

海
外
貿
易
に
有
望
で
あ
る
と
見

込
み
、明
治
26
年（
１
８
９
３
）に

彦
根
町
に
移
住
し
刺
繍
事
業
を

始
め
ま
し
た
。そ
の
製
品
は
彦
根

刺
繍
の
名
を
得
、海
外
に
輸
出
さ

れ
ま
し
た
。養
嗣
子
の
増
吉（
２

代
目
八
右
衛
門
）と
と
も
に
刺
繍

技
術
の
発
展
に
貢
献
し
、明
治
40

年（
１
９
０
７
）に
は
刺
繍
の
一
部

を
絵
で
描
く
刺
繍
織
と
い
う
技

法
を
考
案
し
て
実
用
新
案
特
許

を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、初
代
八

右
衛
門
は
、技
術
者
育
成
の
た
め

明
治
28
年（
１
８
９
５
）に
私
立
彦

根
貿
易
刺
繍
伝
習
所（
私
立
彦

根
貿
縫
伝
習
所
）を
、明
治
38
年

（
１
９
０
５
）に
私
立
彦
根
工
芸
学

校
を
、翌
年
に
は
同
愛
知
川
分
校

を
開
校
し
ま
し
た
。

（
参
考『
新
修
彦
根
市
史
』第
３
巻
、『
美

の
造
形‐

描
か
れ
た
刺
繍‐

』な
ど
）

　
中
山
道
高
宮
宿
で
布
問
屋
を

営
み
ま
し
た
。布
屋
惣
平
を
略
し

て｢

布
惣｣

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

高
宮
布
は
古
く
か
ら
珍
重
さ
れ

た
麻
製
品
で
し
た
が
、粗
製
濫
造

の
た
め
明
治
初
期
に一時
評
判

を
落
と
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
堤

は
信
用
を
回
復
し
よ
う
と
近
江

麻
布
蚊
帳
改
会
所
の
設
立
に
尽

力
し
ま
し
た
。ま
た
、明
治
３
年

（
１
８
７
０
）設
立
の
彦
根
融
通

会
社
の
高
宮
組
社
中（
高
宮
支
所
）

に
も
加
わ
り
ま
し
た
。明
治
19
年

（
１
８
８
６
）に
は
高
宮
村
に
堤
器

械
製
糸
場
を
創
業
し
、明
治
22
年

（
１
８
８
９
）に
は
堤
が
頭
取
と
な

り
同
村
に
近
江
物
産
会
社
を
設

立
し
ま
し
た
。産
業
面
以
外
に
も

そ
の
名
が
み
え
、高
宮
村
の
村
会

議
員
に
推
さ
れ
た
ほ
か
、同
村
の

小
学
校
の
維
持
経
営
を
資
金
面

で
援
助
し
ま
し
た
。

（
参
考『
新
修
彦
根
市
史
』第
３
巻
な
ど
）

彦根経済を創った事業と人物史12 彦根市教育委員会 歴史民俗資料室   井伊 岳夫

青木八右衛門

彦
根
ブ
ラ
ン
ド
の
今
昔

　
現
在
の
彦
根
市
域
で
は
、長
い
歴
史
の
中

で
、様
ざ
ま
な
特
産
物
が
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、特
産
物
と
一
言
で
言
っ
て
も
、

古
く
か
ら
時
代
を
越
え
て
生
産
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
れ
ば
、あ
る
時
代
の
み
に
生
産

さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、現
在
の

彦
根
市
域
を
含
む
広
域
な
産
地
を
持
つ
も

の
も
あ
れ
ば
、ご
く
限
ら
れ
た
狭
い
産
地
の

場
合
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ど
の
特
産
物

も
郷
土
の
歴
史
を
彩
り
、地
元
の
住
民
の
生

活
に
深
く
関
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
で
し
ょ
う
。今
回
は
、現
在

の
彦
根
市
域
に
関
わ
る
特
産
物
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
広
い
エ
リ
ア
が
産
地
と
な
っ

た
も
の
に
は
、例
え
ば
米
や
鮒
ず
し
な
ど
が

あ
り
ま
す
。滋
賀
県
は
古
く
か
ら
の
穀
倉
地

帯
で
す
が
、最
近
新
た
に
開
発
さ
れ
た
滋
賀

県
独
自
の
米
の
品
種
も
あ
り
、米
は
古
く
て

新
し
い
特
産
物
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。滋
賀
県
内
で
生
産
さ
れ
る
う
る
ち
米
、

酒
米
、も
ち
米
は
総
称
し
て
近
江
米
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
県
の
郷
土
料
理
で
あ
る
鮒
ず
し
は
、

平
安
時
代
の
資
料
に
も
登
場
す
る
日
本
最

古
の
す
し
で
す
。鮒
ず
し
に
は
、琵
琶
湖
の

固
有
種
で
あ
る
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
が
材
料
と
し

て
最
適
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、近

年
で
は
そ
の
漁
獲
高
が
減
少
し
た
た
め
、外

国
産
の
鮒
を
用
い
た
り
、駆
除
し
た
外
来
魚

を
鮒
ず
し
と
同
じ
方
法
で
料
理
す
る
試
み

が
な
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、日
本
の
三
大
和
牛
の
ひ
と
つ
に
近

江
牛
が
あ
り
、滋
賀
県
の
味
の
名
物
に
な
っ

て
い
ま
す
。近
江
牛
は
最
も
歴
史
の
あ
る
ブ

ラ
ン
ド
和
牛
と
い
わ
れ
、主
に
滋
賀
県
東
部

で
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。牛
肉
は
、彦
根

藩
井
伊
家
か
ら
将
軍
徳
川
家
や
諸
大
名
に

贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、江
戸
時
代
に

は
牛
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
彦
根
の
名
が

関
東
地
方
に
広
ま
っ
て
い
ま
し
た（
14
頁
写

真
）。当
時
、牛
肉
は
一
般
的
な
食
材
で
は
な

く
滋
養
強
壮
剤
の
よ
う
に
食
さ
れ
ま
し
た
。

元
禄
年
間（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）に
井

伊
家
の
家
臣
花
木
伝
右
衛
門
が「
本
草
綱

目
」の
記
事
か
ら
反
本
丸
と
い
う
薬
用
牛
肉

を
製
造
し
た
こ
と
か
ら
も
、当
時
の
牛
肉
の

効
用
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、現
在
の
彦
根
市
域
を
中
心

に
、も
う
少
し
狭
い
エ
リ
ア
に
お
け
る
特
産

物
に
つ
い
て
み
て
お
き
ま
す
。

　
特
産
物
の
中
で
も「
彦
根
」の
地
名
を
冠

し
て「
彦
根
○
○
」と
呼
ば
れ
る
も
の
が
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
。工
業
製
品
で
は
、彦
根

仏
壇
と
彦
根
バ
ル
ブ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

に
足
袋
製
造
の
縫
製
技
術
を
生
か
し
て
始

ま
っ
た
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
た
三

つ
の
も
の
づ
く
り
は
、彦
根
の
城
下
町
と
し

て
の
伝
統
を
生
か
し
、長
い
歴
史
の
中
で
培

わ
れ
て
き
た
代
表
的
な
地
場
産
業
で
す
。ま

た
、明
治
時
代
半
ば
過
ぎ
に
青
木
八
右
衛
門

は
彦
根
で
海
外
向
け
の
刺
繍
製
品
を
作
り

始
め
ま
し
た
が
、そ
れ
は
彦
根
刺
繍
と
い
う

名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
産
物
や
食
べ
物
で
は
、彦
根
市
南
部
の

曽
根
沼
干
拓
地
で
昭
和
五
十
六
年（
一
九

八
一
）か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
彦
根
梨
や
、

後
述
す
る
彦
根
り
ん
ご
が
あ
り
ま
す
。近
年

で
は
、市
制
施
行
七
十
五
周
年
を
記
念
し
て

彦
根
市
の
特
産
物
を
盛
り
込
ん
だ
ひ
こ
ね

丼
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、「
彦
根
○
○
」と
呼
ば
れ
る
も

の
だ
け
が
、現
在
の
彦
根
市
域
に
ゆ
か
り
の

特
産
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。中
山
道
の
宿
場

で
あ
っ
た
鳥
居
本
宿
で
は
名
物
に
赤
玉
神

教
丸
、合
羽
、ス
イ
カ
が
あ
り
、そ
れ
ら
は

▶「牛肉の看板」。相模国厚木（現在の神奈川県厚木市）に掲げられた看板で、「江州 彦根 生製牛肉漬」と記されている。
   撮影者は、文久３年（1863）の春頃に来日したイタリア生まれの報道写真家フェリックス・ベアト。（写真：横浜開港資料館）

▶「小泉紅かぶら」

▶「彦根梨」荒神山山麓の曽根沼干拓地で栽培されている。

1849～ 1913
（嘉永２年～大正２年）

あおき　はちえもん
堤 惣平
1824 ～ 1891

（文政７年～明治24年）

つつみ　そうべえ

「
鳥
居
本
の
三
赤
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。同
じ

く
中
山
道
の
宿
場
で
あ
っ
た
高
宮
で
は
、室

町
時
代
に
は
す
で
に
高
宮
布
と
呼
ば
れ
る

麻
布
が
商
わ
れ
、名
声
を
得
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、近
代
の
高
宮
で
は
、近
郷
で
産
す
る

竹
を
用
い
た
サ
サ
ラ
の
生
産
が
盛
ん
で
し

た
。

　
中
山
道
沿
い
の
葛
籠
町
の
籐
細
工
は
、貞

治
年
間（
一
三
六
二
〜
六
八
）に
起
源
を
持

つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。彦
根
の
籐
製
品
は

今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、戦
後

の
復
興
期
に
お
い
て
、彦
根
の
重
要
な
輸
出

産
業
だ
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
か
つ
て
彦
根
市
磯
田
地
区
の
特
産
物
に

磯
田
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
が
あ
り
ま
し
た
。昭
和

三
十
八
年
七
月
三
十
一
日
の『
朝
日
新
聞
』

で
、「
大
阪
市
場
で
も
鳥
取
物
に
負
け
ぬ
夏

の
人
気
も
の
に
な
っ
て
い
る
」と
報
道
さ
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、か
つ
て
生
産
が
盛
ん
だ
っ
た

特
産
物
を
例
示
す
る
と
、橋
本
町・後
三
条

町
辺
の
家
具
商
を
中
心
と
し
た
問
屋
制
家

内
工
業
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
箪
笥
、松
原
の

エ
ビ
や
シ
ジ
ミ
、鳥
居
本
地
区
の
山
間
部
や

荒
神
山
な
ど
で
採
れ
た
マ
ツ
タ
ケ
、男
鬼
町

の
畑
で
収
穫
さ
れ
た
ゴ
ボ
ウ
、新
海
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
市
民
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
で

は
、生
産
が
一
時
途
絶
え
た
彦
根
の
特
産

物
の
復
活
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、湖
東
焼
、り
ん
ご

『現代滋賀県人物史』
坤巻より

（
和
り
ん
ご
の
一
種
）、小
泉
紅
か
ぶ
ら
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
湖
東
焼
は
、彦
根
城
下
で
呉
服
古
着
商

を
営
ん
だ
絹
屋
半
兵
衛
が
文
政
十
二
年

（
一
八
二
九
）に
始
め
た
焼
き
物
で
す
。藩

窯
や
民
窯
で
一
時
期
盛
ん
に
生
産
さ
れ
ま

す
が
、明
治
時
代
を
迎
え
る
頃
に
は
衰
退

し
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
後
、昭
和
五
十
八

年（
一
九
八
三
）に
、地
元
の
湖
東
焼
愛
好

家
を
中
心
に
し
て
湖
東
焼
復
興
推
進
協
議

会
が
発
足
し
ま
し
た
。そ
し
て
、平
成
十
七

年（
二
〇
〇
五
）に
同
協
議
会
の
精
神
を
受

け
継
い
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人「
湖
東

焼
を
育
て
る
会
」が
新
た
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。同
会
で
は
、湖
東
焼
の
再
興
を
め
ざ

し
、陶
芸
の
学
習
や
普
及
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
り
ん
ご
は
、江
戸
時
代
に
す
で
に
彦
根
で

栽
培
さ
れ
た
ら
し
く
、文
化
十
三
年（
一
八

一
六
）に
り
ん
ご
の
苗
木
二
〇
〇
本
が
彦

根
に
来
た
こ
と
を
示
す
記
録
も
あ
り
ま

す
。明
治
時
代
以
降
も
栽
培
が
続
き
ま
す

が
、昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）頃
に
衰
退
し
、

残
っ
た
り
ん
ご
の
木
も
昭
和
三
十
年
代
に

は
枯
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）に
復
活
が
試

み
ら
れ
た
も
の
の
成
功
し
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
）に
結
成

さ
れ
た「
彦
根
り
ん
ご
を
復
活
す
る
会
」

は
、研
究
を
重
ね
て
り
ん
ご
を
収
穫
す
る

こ
と
に
成
功
し
、現
在
で
は
夏
の
収
穫
祭

に
大
勢
の
人
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
小
泉
紅
か
ぶ
ら
は
、江
戸
時
代
に
す
で
に

栽
培
さ
れ
、領
主
の
井
伊
家
に
も
漬
物
が
献

上
さ
れ
た
と
地
元
で
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）の
敗
戦

後
、ほ
ど
な
く
し
て
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。そ
の
後
、昭
和
六
十
年（
一
九
八

五
）に
一
度
は
復
活
す
る
も
の
の
販
路
縮
小

の
た
め
平
成
三
年（
一
九
九
一
）に
栽
培
を

中
断
し
ま
し
た
。平
成
十
八
年（
二
〇
〇
六
）

に
小
泉
町
八
王
子
倶
楽
部
が
結
成
さ
れ
る

と
、同
会
は
滋
賀
県
農
業
技
術
振
興
セ
ン

タ
ー
で
保
存
さ
れ
て
い
た
小
泉
紅
か
ぶ
ら

の
種
子
を
使
い
、平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
）

秋
に
復
活
へ
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。そ
し

て
、平
成
二
十
年（
二
〇
〇
八
）に
開
幕
し
た

「
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
」の
市
民

創
造
事
業
で「
小
泉
紅
か
ぶ
ら
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。現
在
も
同

倶
楽
部
の
活
動
内
容
の
一
つ
に
は
、小
泉
紅

か
ぶ
ら
の
栽
培
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 （
参
考
文
献 『
新
修
彦
根
市
史
』第
二
巻
・
第
三
巻
・
第
四
巻
・

第
十
一
巻
、第
十
二
巻
、『
彦
根
市
史
』中
冊
な
ど
）

様
ざ
ま
な
特
産
物

彦
根
市
域
の
特
産
物

特
産
物
復
活
の
動
き

布惣の店舗（上田道三画）
写真 彦根市教育委員会事務局文化財部文化財課
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滋賀県の製造品出荷額等・付加価値額は３年ぶりに増加、
彦根市の付加価値額は県内トップ！
　工業統計調査は、統計法に基づく国の基幹統計調査で、製造業に属する事業所を対象として、毎年12月31日現在における事業所数、従
業者数、製造品出荷額、原材料使用額などを調査し、工業の実態を明らかにすることを目的としています。
　このたび、滋賀県では独自集計により「平成25年 工業統計調査結果」を取りまとめられました。その中から市町別の調査結果を掲載し
ます。

平成25年工業統計調査結果

１．事業所数

２．従業者数

３．製造品出荷額等

４．付加価値額

　平成25年12月31日現在で実施した平成25年工業統計調査では、滋賀県の従業者数4人以上の事業所数は2,793事業所で、前年の
2,822事業所に比べ29事業所減（1.0％減）となりました。
　市町別の前年対比は、草津市が12事業所増（5.7％増）の223事業所など5市町で増加となり、大津市が12事業所減（5.1％減）の223事
業所など11市町で減少となりました。（3市町は±０）
　最も事業所数が多い甲賀市が358事業所で構成比12.8％、続いて東近江市が291事業所で構成比10.4％、3番目が長浜市の289事業所
で構成比10.3％の順となりました。彦根市は7事業所減（3.7％減）の184事業所で19市町中7番目、構成比は6.6％でした。

　滋賀県の従業者数は14万8,141人で、前年の14万4,584人に比べ3,557人増（2.5％増）となりました。
　市町別の前年対比は、草津市が1,589人増（11.0％増）の16,022人など12市町で増加となり、大津市が954人減（8.0％減）の11,040人
など7市町で減少となりました。
　最も従業者数が多いのは草津市の1万6,022人で構成比10.8％、次が甲賀市の1万5,214人で構成比10.3％、３番目が東近江市の1万
5,136人で構成比10.2％の順となりました。彦根市は550人減（5.1％減）の10,252人で19市町中6番目、構成比は6.9％でした。

　製造品出荷額等は6兆3,840億7,668万円で、前年6兆2,912億3,768万円に比べ928億3,900万円増（1.5％増）と3年ぶりに増加しました。
　市町別の前年対比は、守山市が574億1,127万円増（31.2％増）の2,415億8,076万円など11市町で増加となり、近江八幡市が410億
9,175万円減（24.5％減）の1,267億9,042万円など8市町で減少となりました。
　最も製造品出荷額等が高いのは甲賀市の7,088億3,175万円で構成比11.1％、2番目が竜王町の6,459億864万円で構成比10.1％、3番目
が草津市の6,223億3,787万円で構成比9.7％の順となりました。彦根市は5,997億4,373万円で19市町中4番目、構成比は9.4％でした。

　事業所の生産活動において、新たに付け加えられた価値を示す付加価値額は2兆2,865億8,186万円で、前年の2兆2,598億2,491万円
に比べ267億5,695万円増（1.2％増）と3年ぶりに増加しました。従業者1人あたりの付加価値額は1,544万円となり、前年の1,563万円
に比べ19万円減（1.2％減）となりました。
　市町別の前年対比は、長浜市が403億3,289万円増（35.7％増）の1,534億6,515万円など9市町で増加となり、多賀町が163億3,356
万円減（18.6％減）の717億803万円など10市町で減少となりました。
　最も付加価値額が高いのは彦根市の2,643億9,486万円で構成比11.6％、2番目が甲賀市の2,514億2,873万円で構成比11.0％、3番目
が米原市の2,282億8,058万円で構成比10.0％の順となりました。彦根市は、前年の2,349億3,362万円に比べ294億6,124万円増
（12.5％増）で、前年の2位から甲賀市を抜いて平成25年は1位となりました。また、彦根市の平成25年の付加価値額は、平成21年の
1,647億9,241万円に比べ996億235万円増（60.4％増）と、グラフからも付加価値額の増加が続いていることが分かります。これは、自動
車産業等の好調の影響により、彦根市内の集約化された工場等において、効率的な生産活動が行われたことが要因の一つと考えられます。
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滋賀県工業統計調査結果の概要（従業者4人以上の事業所）

事業所数
従業者数（人）
製造品出荷額等（万円）
付加価値額（万円）
現金給与総額（万円）

2,976
148,292

611,596,810
220,223,483
69,116,766

2,873
148,772

657,413,156
242,905,363
69,878,586

3,062
149,059

651,555,917
232,999,428
72,747,709

2,822
144,584

629,123,768
225,982,491
72,011,334

2,793
148,141

638,407,668
228,658,186
71,619,741

（前年比 1.0％減）
（前年比 2.5％増）
（前年比 1.5％増）
（前年比 1.2％増）
（前年比 0.5％減）
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3 月 イ ベ ン ト ガ イ ド

10：30～11：00／13：30～14：00  彦根城本丸（天守前）
15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光振興課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

3月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有り

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

●

■ 対象者
認定支援機関の全面バックアップを得た事業を行う中小企業・中小企業
による共同体で、以下の要件のいずれかを満たすこと。
１．革新的なサービスの創出
「中小サービス事業者の生産性向上のためのガイドライン」で示された方
法で行う革新的なサービスの創出等であり、３～５年計画で、「付加価値額」
年率３%及び「経常利益」年率１%の向上を達成できる計画であること。
２．ものづくりの革新
「中小ものづくり高度化法」に基づく特定ものづくり基盤技術を活用し
た画期的な試作品の開発や生産プロセスの革新であること。
３．共同した設備投資等による事業革新
複数の企業が共同し、ITやロボット等の設備投資により、革新的な試作
品開発等やプロセスの改善に取り組むことで、共同事業者全体の３～５
年計画で「付加価値額」年率３%及び「経常利益」年率１%の向上を達成
できる計画であること。

■ 支援内容・支援規模
１．革新的なサービスの創出（補助率  2/3）
　   （1）一般型　　　　補助上限額  1,000万円
　   （2）コンパクト型　補助上限額     700万円
２．ものづくりの革新（補助率  2/3）
　   補助上限額  1,000万円
３．共同した設備投資等による事業革新（補助率  2/3）
　   補助上限額  共同体で5,000万円（500万円/社）

■ 募集期間　募集中～5月8日まで
■ 本件窓口 滋賀県中小企業団体中央会  TEL.077-510-0890

補助金情報 彦根商工会議所  TEL.0749-22-4551

ものづくり・商業・サービス革新補助金

■ 対象者
商店街組織（振興組合、協同組合、任意の商店街組織等）と民間事業者（ま
ちづくり会社、特定非営利活動法人等）の連携体、または商店街組織

■ 支援内容
商店街等を基盤として、地域経済の持続的発展を図るため、地域住民等
のニーズや当該商店街を取り巻く外部環境の変化を踏まえ、地方公共
団体と密接な連携を図り、商店街組織が単独で、または商店街組織がま
ちづくり会社等の民間企業や特定非営利活動法人等と連携して行う、
①地域資源活用、②外国人対応、③少子・高齢化対応、④創業支援、⑤地
域交流のいずれかの分野に係る公共性の高い取り組みを支援する事業。
※市区町村からの支援計画書を提出することを必須としております。

■ 募集期間　募集中～6月29日まで
※早急に事業を実施したい方のために、3月16日までに要望書を提出
された方は第1次先行、5月11日までに要望書を提出された方は第2次
先行として審査・採択を行います。

■ 本件窓口
近畿経済産業局　流通・サービス産業課  TEL.06-6966-6025

地域商業自立促進事業費補助金

小規模事業者が、商工会議所・商工会の助言等を受けて経営計画を作成
し、その計画に沿って販路開拓に取り組む費用の2/3を補助します。

■ 対象者
小規模事業者……製造業その他の業種に属する事業を主たる事業とし
て営む商工業者（会社および個人事業主）であり、常時使用する従業員
の数が20人以下（卸売業、小売業、サービス業（宿泊業・娯楽業は除く）
に属する事業を主たる事業として営む者については５人以下）の事業
者。（複数の小規模事業者が連携して取り組むことも可。）

■ 支援内容・補助額
○対象経費
機械装置等購入費、広報費、展示会等出展費、旅費、委託費など。
○補助上限額  50万円。雇用の増加、従業員の処遇改善、買い物弱者
対策の取り組みについては、補助上限100万円　○補助率  2/3

■ 募集期間　募集中～　第1次受付締切　3月27日（金）
　　　　　　　　　　　　 第2次受付締切　5月27日（水）

■ 本件窓口
日本商工会議所　小規模事業者持続化補助金事務局
TEL.03-6434-7421

小規模事業者持続化補助金

新たに創業（第二創業を含む）を行う者に対して、その創業等に要する
経費の一部を補助することで、新たな需要や雇用の創出等を促し、我が
国経済を活性化させることを目的とします。

■ 対象者
創業を行う個人、中小企業・小規模事業者等
○新規創業：募集開始日～補助事業終了日の間に創業予定の方
○第二創業：募集開始日の前後６ヶ月以内に事業承継を実施し、かつ、
募集開始日から補助事業終了日の間に新事業に進出する予定の方
※中小企業者と連携した事業を行う特定非営利活動法人又は中小企業
者の支援を行うために中小企業者が主体となって設立する特定非営利
活動法人を含む。
※認定支援機関たる金融機関または金融機関と連携した認定支援機関に、事業
計画の実効性等が確認されていること。

■ 支援内容・補助額
○対象経費
店舗借入費、設備費、人件費、マーケティング調査費、広報費、旅費、謝金等
○補助上限額  200万円　○補助率  2/3

■ 募集期間　3月2日（月）～3月31日（火）
■ 本件窓口
創業・第二創業促進補助金事務局  TEL.03-5550-1311

創業・第二創業促進補助金

申請手続き・各種書類作成について当所経営指導員がご相談に応じます。お気軽にお問合わせください。
ＣＰカード 春の感謝祭
▶申込受付期間 3／7（土）～4／5（日）
▶各加盟店
日頃のご愛顧に感謝して、満点カードで
大変お得！受付期間中に希望商品に応
募できます。（応募多数の場合は抽選）
●満点カード１枚→大阪のテーマパーク1日
パスポート（予定）●満点カード１枚→全市
共通「商品券」1,000円分●満点カード３枚
→加盟店よりお勧めの商品（3,000円以上）

彦根ＣＰカード㈱ TEL.22-7303

デュークエイセス結成
60周年記念
デュークエイセスと
いっしょに！
▶3／8（日）
　13：30 開場 14：00 開演
▶ひこね市文化プラザ グランドホール
珠玉のコーラスグループ、デュークエイ
セスが、1部は彦根市内の合唱団・ひこ
ね第九オーケストラと共演！2部は結成
60周年「感謝・還暦」コンサートのハー
モニーをたっぷり披露！
予定曲目：友よ、さらば、慕情、筑波山麓合
唱団、おさななじみ、早春賦、少年時代 他
※セカンドテナーの「吉田一彦」は病気療
養中の為、出演できません。「岩田 元」が
代役を務めます。

チケット[全席指定・税込]一般3,500円、
友の会・高齢者・障がい者3,150円
※結成60周年「感謝・還暦」コンサー
トにちなみお得な「還暦パス」発売中。
一般3,500円が還暦パス3,150円
に！（対象者：昭和29年3月7日～昭和
31年3月8日生まれの方）
ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　http://bunpla.jp

彦根城 春の訪れを
感じる梅林
▶３月20日頃より見頃
　8：30～17：00
▶彦根城内梅林
▶入場料：600円（玄宮園共通）▶入場料：600円（玄宮園共通）▶
彦根城内にある約400本の紅梅や白
梅が咲き誇る梅林は、1950年に彦根
城が日本観光地百選に選ばれたのを
記念して植えられました。

彦根城管理事務所 TEL.22-2742

ご城下にぎわい市
▶３／２１（土）～５／６（水・振）
　9：00～17：00
▶金亀児童公園
湖魚の佃煮、和菓子、漬物、地酒、ひこにゃ
んグッズなど”Made in HIKONE”が大集
合。特産品やお花見弁当などが所狭しと
並びます。花満開のお城巡りの後は、とっ
ておきの彦根土産を見つけてみては？

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/

笑福亭生喬 親子会
千代神社寄席
▶３／22（日） ／22（日） ／ 受付 15：00 開演 15：30
▶千代神社　限定100席
▶かぶりつき席 4,000円
自由席 前売3,500円（お弁当付き）
自由席 当日3,500円（お弁当無し）

出演者
笑福亭生寿、笑福亭生喬、笑福亭純瓶
モードヤマガタヤ彦根本店
TEL.22-3011

彦根鉄砲隊 演武
▶３／22（日）　雨天中止
  １回目 11：00～／２回目 12：00～
▶彦根城博物館前土手
彦根商工会議所青年部古式銃研究会
「彦根鉄砲隊」による稲富流砲術の披
露。赤よろい姿での演武は迫力満点。

彦根商工会議所青年部 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

ごちそうクッキングごちそうクッキング
～お手軽洋風ランチ～
▶３／31（火）10：30～12：45
▶大阪ガスショールーム
   ディリパ彦根
▶参加費：1,000円
▶定員：12名 （応募多数の場合抽選）
▶申込締切日：３／17（火）
※託児サービスあり（1人200円）
メニュー（予定）：温野菜のかんたん
フォンデュ風、魚介のマリネ、ロール
ドビーフのシチュー、パン、フルーツ
のジュレがけ

FAXまたはＨＰよりお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

彦根城桜まつり
＆夜桜のライトアップ
▶４／１（水）～20（月）
※桜の開花状況により変動する可能性あり
▶彦根城一帯
▶ライトアップ実施時間 日没～21：00
▶ライトアップ実施場所
　彦根城内濠沿い（玄宮園前～表門
　橋～大手橋・京橋口）
春になると彦根城を中心に約1,200本
の桜が咲き、お城は1年で一番美しい季
節を迎えます。満開の時期は、例年４月
８日前後。夜は内堀を中心にライトアッ
プが楽しめます。

彦根観光センター TEL.23-0033
http://www.hikoneshi.com/

龍潭寺だるままつり
▶４／１（水）・２（木）
　拝観時間 ９：00～17：00
▶龍潭寺（古沢町1104）
▶拝観料 大人400円、小・中学生150円
井伊家ゆかりのお寺で開催される禅宗
の開祖・達磨大師に由来する毎年恒例
の行事。約3,000体のだるまに入魂して
慈悲と救済を祈願します。お花見の名
所でもあります。
龍潭寺　TEL.22-2777

北欧デンマークより
シーネ・エイ彦根再来演
Sinne Eeg Japan Tour 
2015 Live In Hikone
Sinne Eeg Japan Tour 
2015 Live In Hikone
Sinne Eeg Japan Tour 

▶４／１１（土）開場17：30 開演18：30
▶夏川記念会館（京町2-7-27）
▶指定席〔前売のみ〕
　　　　 6,800円（１ドリンク付き）
　自由席〔前売〕6,000円
　　　　〔当日〕6,500円
ヨーロッパで注目を浴びる美貌のシン
ガー、シーネ・エイ。その歌声はまさにビ
ター＆スイート。北欧ジャズの香り漂う
一夜をご堪能ください。
窯元泰窯（TAIYOU） TEL.27-1822



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

彦根市平田町529／TEL.0749-26-1505
営業時間 17：00～24：00（Ｌ.Ｏ.23：30）
定休日 木曜日／駐車場 店舗前７台、他３台

有効期限2015年3月31日まで

有効期限2015年3月31日まで 有効期限2015年3月31日まで有効期限2015年3月31日まで

有効期限2015年3月31日まで有効期限2015年3月31日まで
お線香 ３割引

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮ら
しの中でお使いいただける和
ろうそくを幅広く取り扱って
おります。伝統工芸品である
和ろうそくや貴重なお香に興
味のある方はぜひお立ち寄り
ください。

博多の名店と呼ばれるもつ鍋屋で修
業した店長の作る至高のもつ鍋！
スープの原料やもつも本場の博多に
こだわり、すべて九州から直送!!

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-２6-2106
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

城下町彦根を代表する
銘菓「三十五万石」は、
ふっくらと炊き上げた
北海道産小豆つぶ餡と、
やわらかい求肥餅を重
ね、米俵の姿をした最中
でお包みしています。
職人技の逸品をどうぞ
ご賞味ください。

彦根市中央町4-39／ Tel.0749-22-5722／営業時間 8：00－18：00
定休日  木曜日／駐車場 10台 http://www.kashin-ohsuga.com

お買い上げ5％OFF
宴会コース代
10％OFF

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。

お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

蠟喜商店和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

1枚1グループまで可。
他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

■極（きわみ）コース 　料理10品　選択あり
　・・3時間ルーム料金+飲み放題付 5,800円
■シダックスコース　料理7品　選択あり
　・・3時間ルーム料金+飲み放題付 4,800円
■セレクトコース　料理7品　選択あり
　・・3時間ルーム料金+飲み放題付 3,800円
※さらに1週間前のご予約で10％OFF
※宴会コースは3日前までにご予約ください。

彦根市西沼波町22-3
TEL.0749-24-8712
日～木・祝日 11：00～24：00
金・土・祝前日 11：00～5：00
駐車場60台（複合500台）

レストランカラオケ・シダックス彦根クラブ
では3名向けの個室から40名様のパーティー
ホールを完備しており、歓送迎会・同窓会など
幅広いシーンで1次会から楽しむことができ
ます。もちろんヒトカラや楽器の演奏・会議
利用などレンタルルーム利用も可能です。

応援します  地域の繁栄!

同時開催 ジュエリー リフォームフェア
彦根市中央町5-27●Tel.0749-22-2538
営業時間 10：00～19：30●定休日 木曜日
http://fujitsuka.com/
E-mail  fujitsuka@kra.biglobe.ne.jp

時計電池交換半額
１枚につき１個に限らせていただきます。

● セイコー アストロン販売中
● 花珠真珠ネックレス イヤリング（ピアス）セット/¥88,000（税別）より
● タヒチ南洋真珠ネックレス（8.5～10.5mm）/¥78,000（税別）より

国産 ￥1,000→→￥500＋税（セイコー・GS／カシオ・デジタルは除く）
舶来 ￥2,000→￥1,000＋税（特殊時計は除く）

ときめきの輝きを魅力のプライスで！

きれい！おいしい！うれしい！レストランカラオケ

極（きわみ）コース

Spring Sale
2015/3/7（土）　 3/31（火）

博多もつ鍋やまもと

博多
 もつ鍋やまもと

本場博多の味を彦根の皆様に！

もつ鍋は低カロリーなのにコラーゲン・アミノ酸・
ビタミンがたっぷりで美容効果抜群！

●どんたくコース（４名～）2,600円（税抜）
●山笠コース（４名～）3,700円（税抜）
●女子会コース　2,100円（税抜）
　※日～水限定（祝日・祝日前除く）２名様～

ベルロード

スギ
薬局

アヤハ
ディオ

イエローハット

AOKI

至
Ｒ
８

至彦根城

戸賀町西 戸賀町

Ｐ
Ｐ

通常のお食事
デザートサービス
コースご利用
一品料理追加サービス

レンタルカフェご利用者
ドリンク100円引き

レンタルカフェスペース

ご予約・お問い合わせは  NPO法人五環生活
彦根市中央町7-40／TEL.0749-26-1463（9：00～18：00）
オフィススペースのレンタルもおこなっております。

手作りの誕生日会やパーティをおしゃ
れなカフェスペースでゆったりと楽し
みたい方、会議やワークショップ、アン
プラグドライブを主催される方、商店
街の隠れ家的スポットを是非ご利用く
ださい。

1,000円/1時間（予約制）／カフェ
スペース15席程度／ウッドデッキ
つき／キッチン、食器類、プロジェ
クター、吸音パネル、ホワイトボー
ドまで利用可能

ドットファイブ
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